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１．はじめに 

平成１１年から三重産業医会と三重産業保健推進

センターとが共同研究を開始し、交替勤務者の健康

調査及び深夜勤労働者の健康問題への対処に関する

検討を行い、更に復職者や有所見者の交替勤務の可

否に関する事例検討を行ってきた。その中で産業医

が臨床主治医に対して精査依頼を行ったものの、プ

ライバシー保護を理由に臨床主治医から産業医宛の

医療情報提供が拒否され、その後の健康管理措置に

苦慮した事例が報告された。これに関わる問題とし

ては、産業医、臨床主治医の間の信頼関係の構築、

医療情報交換ルールの確立が不十分であることに起

因すると考えられた。これを踏まえ平成１３年度に

「産業医と外部医療資源の連携に関する研究」を行

い産業医と臨床主治医の間の医療情報交換書式の作

成を行った。今回はこれらを基に、更に両者の連携

を強化し、信頼関係をより深めるために、臨床主治

医からの情報に基づいて、産業医が当該労働者に対

する事業場内における就業上の措置及び健康管理上

の配慮の概要を臨床主治医に返信するための書式の

作成と試行及び職場内措置について臨床主治医の意

見を求めた。 

２．調査研究方法 

産業保健相談員及び三重産業医会有志からなる６

名の研究班を組織し、書式作成・試行・問題点抽出・

改訂を行った。班会議は４回開催した。前回の調査

研究結果から、情報提供対象疾患として、整形外科

的疾患、生活習慣病及びメンタルヘルス関係が多く

見られたのを加味して、それぞれ疾患別の返書書式

を作ってはとの意見も合ったか、出来るだけ簡潔で

わかりやすく、簡単に記入できる様に配慮して表１

に示すような返書書式を作成し、医療情報依頼書、

医療情報提供書とセットで試行を実施した。臨床主

治医への返書に、表２に示すアンケートを添え、臨

床主治医の意見を求めた。 

３． 結果と考察 

 ３７事例の試行を行った。その内訳（表３）は筋

骨格系、消化器系、消化器系、循環器系、神経及び

行動の障害などが主であった。このうち医療情報交

換が有効であったと考えられる事例は２６例、経過

観察中事例が４例、不成功事例が５例、不明２名で

あった。医療情報提供に対して産業医が行った職場

内措置に対して概要を説明した産業医からの返書に

ついてのアンケート調査（表４）では、産業医、臨

床主治医の意思の疎通、信頼関係構築に効果がある

との回答が３４件（91.9%）であった。この研究は、

プライバシー保護を理由に、臨床主治医から産業医

宛の医療情報提供が十分得られなかったことに端を

発している。以前に作成した産業医から臨床主治医

への依頼書式、臨床主治医から産業医への情報提供



書式と今回作成した産業医から臨床主治医への対処

した産業保健上の措置内容を知らせる返書書式を用

いて情報交換のルールを確立し、それに基づくアク

ションの積み重ねが、産業医と外部医療資源との連

携強化につながると考えられる。今後はこの医療情

報交換のルール化を目指すと共に、益々複雑化する

労働保健の状況を踏まえ、産業医・臨床主治医の判

断と立案に加え、いわゆるセカンド・オピニオンが

求められる場合も増えてくると考えられる。 

セカンド・オピニオンの取り込みを次の課題として

研究を更に進めていきたい。 
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 表４ アンケート結果 

件数 （％）
意志の疎通に効果あり 34 91.9
返信の必要性あり 32 86.5
産業医からの返書の内容が良くわかる 34 91.9


